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介護職員の高齢者分譲に関する認識
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しはじめに
現在、保健福祉チームの一員としての介護福祉士を含む要介護者の介護に携わる職員(以下、介護職員
とする)に、援助計画と評価の技術が求められる専門化の段階に入っている九介護職員には、専門的な
援助技術、知識、倫理や価値観、そして利用者に対する深い愛情、洞察力、理解力、協鵠性、忍耐力等の
人格も含めた、専門性の高い仕事としての性格が求められるようになった九また、介護職員に対する
定の専門性についての法規定がなされているため、実震的な介護業務の内容の向上が不可欠になってい
る。
このため、特別養護老人ホームや介護老人保健施設などの要介護高齢者(以下、要介護者とする)の介
を行っている福祉施設では、要介護者の希望を尊重し、自立した質の高い生活が過ごせるよう一人ひと
りのニーズを把握した援助を行う必要がある九しかし、介護については、障害などにより日常生活を営
むのに支障のある人に対して身辺の援劫を行うことをいうが、看護、介助、お世話などと厳密に芭加され
ることなく使われており、明確な定義がないとされている九また、社会福祉の領域、喜三療の領域、ある
いはその他一般の人々の間でとらえ方が異なっている現状があるとみられている針。
介護福祉やケアワークも含めて、介護に関する定義を構成している要素について検討してみると、胞の
に分類されるヘ介護職員は、これらのすべて要素について、介護を定義する上で必要なものとして
捉えている。さらには、介護業務に関する内容のすべてについても重要なものとみている九したがって、
介護職員の共通した認識として、介護の概念や介護業務に関すること全般について重視していることがあ
げられる。
それでは、介護職員は、介護職員としての自らのあり方について、どのような認識を持っているのであ
ろうか。高齢者の介護を行っている福祉施設である特部養護老人ホームと介護老人保健施設で、は、要介護
者の日常生活援助を中心とした介護業務が行われている。このなかで、介護職員には、日常生活援助を行っ
ている認知症高齢者の状態像について理解することができないことが多々あるなど、介護業務を行う上
で、不安に感じている状況があるヘ
以上のことから、高齢者介護を行っている福祉施設における介護職員は、介護業務を行う際どの穂度の
自信を持っているのか、また、介護職員としての条件についてどのように認識しているのか検討すること
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が必要だと考えられる。
予備調査において、特別養護老人ホームと介護老人保健施設に勤務する介護職員計20人に対して、具体
的な介護業務並びにその各々に対してどの程度の自信を持って介護業務を行っているのか、また、介護職
員としての条件並ぴにその各々に対してどの程度必要性があるのかを開いた。その結果から、具体的な介
護業務の項目とその各々の項目にどの程度の自信を持って介護業務を行っているのかを問う質問項自、お
よび介護職員としての条件についての項自とその各々の項目の必要性の程度を問う質問項目を作成した。
本研究では、特別養護老人ホームと介護老人保健施設に所属している介護職員を対象とした独自の質問
項目を罷ったアンケート調査を行うことによって、高齢者介護を行う福祉施設において介護業務を行う際
の自信、および介護職員としての条件について、介護職員がどのような認識を持っているのかを検討する。
2綱方 法
(1) 調査対象と欝査項目
調査対象は、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設に所属している介護職員とした。
合計373人の回答のうち、全項目に田答したアンケートを有効とした。有効回答率は90.3%(337人)で
あった。調査項目については、介護職員の所属する施設の種別、戦名、性別、年齢、介護の経験年数であ
る。
分析対象者のプロフイールについては次のとおりであった。
所属施設については、特別養護老人ホーム185人 (54.9%)、介護老人保健施設152人 (45.1%)であっ
た。
戦名は、 337人全員介護職員であった。
性別は、男性90人 (26.7%)、女性247人 (73.3%)であった。
年齢については、10歳代2人(0.6%)、20歳代207人(61.4%)、30歳代的人(14.5%)、40歳代45人(13.4%)、
50歳代34人 (10.1%)であった。最年少者が19歳、最年長者が59歳、平均年齢が31.5歳、標準偏差が10.7
歳であった。
介護の経験年数については、 5年未満が176人 (52.2%)5年以上10年未満135人 (40.1%)、 10年以上
初年未満23人 (6.8%)、20年以上3人 (0.9%)であった。王子均が5.1年、諜準{隔差が4.3歳であった。
(2) 調査期間と調査方法
平成17年2月1自から開年2月288までの 1か月間を調査期間とした。
アンケート謂査の主旨を理解した上で、協力が得られた特別養護老人ホーム10か所、介護老人保健施設
9か所、計四か所に無記名による質問紙を配布し、後日、各々の福祉施設から藍接回収をした。
質問紙j去による調査を行った。質問項目は独自のもので、介護職員が産接記入することとした、具体的
な介護業務を行う際の自信に関する25項目、および介護職員の条件の必要性に関する22項告とした。
介護業務への自信について問う質問項目については、自信を持って行える度合いを「まったく自信がな
いJrあまり自信がないJrやや自信カぎないJrどちらともいえないJrやや自f言カ宝あるJrかなり自信カfあ
るJr非常に自信がある j のそれぞれを 1 点~7 点とする 7 件法で閤答を求めた。なお、予俄調査による
介護職員の介護業務に対する自信の度合いに関して、幅広い関答があったため、 7段階とした。
介護職員としての条件の必要性を問う質問項目については、必要だと考える度合いをf必要でないJrあ
まり必要でないJr必要で、あるJrかなり必要で、あるJr非常に必要である j のそれぞれを l 点~5 点とす
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る5f牛法で由答を求めた。
特別養護老人ホームと介護老人保健施設、それぞれに所属している介護職員ごとに、各質問項目の平均
点と標準偏差を算出した。さらに、特別養護老人ホームと介護老人保健施設のそれぞれに所罵している介
護職員の2若手関で、項目ごとに t設定による有意差検定を行った。
3.結果
(1) 介護業務を行う際の自信に関する髄査結果
介護業務を行うi奈の自信の程度を問う質問については、表1の通りであった。
表1 介護業務を行う際の自信の程度を潤う25項自についての罷査結果
自 項 特別養護
自 質 陪 項 日 老人ホーム)Is: 番
位 号 平均
l 6 入浴の援劫 4.72 
2 4 排法の援助 4.71 
2 5 吏衣の援助 4.71 
4 13 起居動作・歩行・車椅子など移動の援助 4.66 
5 3 食事の援助 4.63 
6 7 身体清潔の援助 4.56 
7 8 身体安楽の援助 4.48 
7 9 睡眠の援助 4.48 
9 10 居室の環境整嬬 4.39 
10 19 転落防止などの安全管理業務 4.34 
1 20 1要痛予妨などの自己の健康管理 4.14 
12 12 洗濯や掃除などの家事援助 4.12 
13 23 $し送りや職員会議などの会議関連業務 4.08 
14 I 介護対象者の摺報の把握 4.07 
14 18 同職議・他職種との連携 4.07 
16 16 人間関係の調整などの心理社会的援助 4.01 
17 15 服薬の援助や樗搭予防などの健康管理 3.97 
18 22 ケース記録などの文書業務 3.95 
19 1 福祉器具・掲祉機器の活用 3.84 
20 14 レクリエーションの実施 3.83 
21 2 援助計菌の立案・評価 3. 74 
22 17 利用者や家族などへの介護技術の指導 3.61 
23 21 研修会への参加などの研修・研究業務 3.55 
24 24 家族・職員・関係機関への啓発などの社会資源開発 3.47 
25 25 |実翌生・ボフンァイア・住民などへの教育・啓発 3.41 
N=337 (特別養護老人ホーム介護職員:185入、介護老人保健施設介護職員:152人)
T u.u5<p<u.1 * p<u.u5 * p<u.Ol 
※自信}11i'l1立:特別養護老人ホー ムの介護職員の平均得点が高い質問項目の瀬{立
標準
犠差
1.1 
1.05 
1. 06 
1.02 
1. 06 
1.1 
1.15 
1. 05 
1. 22 
1. 04 
1.41 
1.33 
1. 21 
1.09 
1.22 
1.1 
1.17 
1. 24 
1.09 
1. 29 
1.17 
1. 20 
1.20 
1.18 
1.20 
介護老人
保健施設
標準平均
舗差
4.63 1.09 o. 78 
4.59 1.1 1.04 I 
4.55 1.13 1. 36 
4.50 1. 09 1.38 
4.38 1.10 2.08* 
4.40 1.06 1. 41 
4.23 1. 03 2.08本
4.18 0.95 2.65吋
4.15 1. 08 1. 87t 
4.21 1.04 1.14 
3.78 1.27 2.39キ
3.74 1.19 2.70村
3.43 1.22 4.87** 
4.05 1.03 0.21 
3.93 1.1 1.1 
3.75 1. 06 2.19* 
3.66 0.98 2.64** 
3.49 1.12 3.58村
3.56 1.15 2.28* 
4.02 1.35 1.33 
3.65 1.18 0.75 
3.51 1.20 0.70 
3.35 1.22 1. 54 
3.11 1.10 2.87** 
3.18 1.28 1. 68t 
特別養護老人ホームの介護職員について，介護業務を行う際の自信の程度が高い項目から順番に10項呂
をあげると，r入浴の援助Ji排j世の援助Ji更衣の援助Ji起居動作・歩行・車椅子などの移動の援助Ji食
事の援助Ji身体清潔の援助Ji身体安楽の援劫Ji睡眠の援助Ji居室主の環境整備Ji転落防止などの安全
管理業務jであった。これら10項目については、介護老人保健施設の介護職員の場合、 )1貢{立が異なる場合
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もあったが、同じ項目が含まれていた。介護職員が自信を持って行える程度が高い介護業務には、身体介
護に関するものが多い。
特別養護老人ホームの介護職員と介護老人保健施設の介護職員関で各々の項目の平均値について比較す
ると、 f食事の援助Jr身体安楽の援助Jr韓限の援助Jr腰痛予訪などの自己の健康管理Jr洗濯や掃除な
どの家事援助Jr申し送りや職員会議などの会議関連業務Jr入関関係の諜整などの心理社会的援助Jr服
薬の援劫や搾癒予訪などの健康管理Jrケース記録などの文書業務Jr福祉器具・福祉機器の活用Jr家
族・職員・関係機関への啓発などの社会資源開発jの11項目については，有意差があり，いずれも特別養
護老人ホームの介護戦員の方が高かった。その地14項目については、有意差がなかった。ただし、
の環境整俄Jr実習生・ボランテイア・住民などへの教育・啓発Jの2項目には有意、傾向があり、 2項目
共特別養護老人ホームの介護職員の方が高かった。
(2) 介護職員としての条件についての鵠査結果
介護職員としての条件がどの程度必要なのかを関う質問については、表2の通りであった。
特別養護老人ホームの介護職員、及び介護老人保健施設の介護職員共、介護職員としての条件がどの程
度必要なのかを問う22項目すべて、平均値が3以上であった。
特~Ij養護老人ホームの介護職員について、平均値の高い項目から順番にあげると、「人権を尊重するこ
表2 介護職員における条件がどの翠度必要なのかを問う22r翼留についての鵠査結果
必 項 特別養護
要 日 質 間 項 日
老人ホーム
}I国 番 標準
号 平均 偏差
l 15 人権を尊重すること 4.57 0.67 
2 16 f箇別性を尊重すること 4.47 o. 72 
3 12 介護職員としての責径をもっていること 4.26 0.85 
4 14 快適な生活を保障すること 4.23 3.85 
5 20 生活の質 (QOL)について理解すること 4.08 0.86 
6 18 自立について理解すること 4.04 0.82 
7 1 1~~重職員としての誇りをもっていること 4.01 0.88 
8 21 自己実現について理解すること 3.97 0.85 
9 22 生活支援活動を総合的に理解すること 3.96 0.84 
10 9 介護の水準維持の責任をもっていること 3.93 0.88 
1 13 全人的な理解をすること 3.92 0.91 
12 19 イ衣存について理解すること 3.82 0.80 
13 3 深い知識をもっていること 3.78 0.94 
14 2 人間福祉の理念をもっていること 3.73 0.94 
15 7 実際的であること 3.69 0.87 
16 10 介護の発展の責任をもっていること 3.66 0.88 
17 17 専門的な対人関係を基盤にすること 3.63 0.89 
18 4 独自の判断ができること 3.52 0.94 
19 8 社会目的に関心があること 3.47 0.87 
20 1 高度の倫理観をもっていること 3.36 0.96 
21 6 学究的であること 3.35 0.93 
22 5 個人で主主任を負うこと 3.15 0.99 
N=337 (特別養護老人ホーム介護職員:185入、介護老人保健施設介護月議員:152人)
す 0.05<p<0.1 本 p<0.05 叫 p<O.Ol
※必要JI買位:特別養護老人ホームの平均得点が高い質問項目の順位
介護老人
保健施設
標準平均
舗蓋
4.61 0.65 
4.38 0.79 
4.24 0.86 
3.97 0.81 
4.11 0.84 
3.93 0.85 
3.87 0.97 
3.87 0.86 
3.77 0.90 
3.69 0.94 
3.81 0.88 
3.77 0.90 
3.75 0.96 
3.54 0.97 
3.44 0.87 
3.47 0.96 
3.47 0.86 
3.44 0.92 
3.30 0.88 
3.20 0.98 
3.29 0.89 
3.05 1. 06 
t値
0.54 
1. 02 
0.17 
0.89 
0.79 
1. 21 
1. 36 
1. 06 
1. 97 
2.40* 
1.17 
0.56 
0.27 
1. 82t 
2.63村
1. 911 
1. 731 
0.77 
1.83' 
1. 55 
0.57 
0.88 
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とJi偲別性を尊重することJi介護職員としての責任をもっていることJi快適な生活を保障することj
「生活の質 (QOL)について理解することJi自立について理解することJi介護職員としての誇りをもっ
ていることJi自己実現について理解することjとなった。この8環器については、介護老人保健施設の
介護職員の場合、順位が異なる場合もあったが、同じ項目が含まれていた。介護職員としての条件の必要
性が高い項目には、要介護者に対する介護のあり方に関するものが多い。
特別養護老人ホームの介護職員について、平均値の低い項目から順番にあげると、「個人で責任を負う
ことJi学究的であることJi高震の倫理観をもっていることJi社会目的に関心があることJi独自の判断
ができることJであった。これら 5項目に関して、介護老人保健施設の介護職員の場合、 )1買{立が異なる場
もあったが、向じ項目が含まれていた。
特J3U養護老人ホームの介護職員と介護老人保健施設の介護職員関で各々の項目の平均値について比較す
ると、「介護の水準維持の責任をもっていることJi実際的であることJの2項目については、有意差があ
り、いずれも特別養護老人ホームの介護職員の方が高かった。また、その他の20項目には有意差はなかっ
た。ただし、「人間福祉の理念をもっていることJi介護の発展の責任をもっていることJi専門的な対人
関係を基盤にすることJi社会目的に関心があることjの4項目には有意額向があり、いずれも特別養護
老人ホームの介護職員の方が高かった。
4.考察
特別養護老人ホームと介護老人保健施設の介護職員を対象とした独自の質問項目を使ったアンケート調
査結来から、介護職員における、介護業務を行う際の自信、および介護職員としての条件の各々に関する
認識について4尖討する。
(1) 介護業務を行う擦の自信
身体介護を行う場合、目標が明らかで、かっ具体的な行動を伴うことになる。身体介護を遂行した結果
については、介護職員にフィードパックされることになる。動機づけについて、行動を開発するもの、方
向づけるものとして捉えられる心的過程であるとされている九適度で、明確な目擦をもつことは動機づけ
に有効であるため、特に、身体介護は、介護職員にとって、自信を持って行える程度が高いのではないだ
ろうか。
また、特別養護老人ホームについては、入所する要介護者に対し、施設サーピス計閣に基づいて、入浴、
排せつ、食事等の介護その他の日常生活上の世話、機能書!日:束、健康管理および療養上の世話を行うことを
目的とする擁設と定められている(介護保険法7条21項)。つまり、要介護者に対して、日常生活に関す
る援助を行うことを目的とした施設として捉えることができる。一方、介護老人保健施設については、要
介護者に対し、施設サービス言十画に基づいて、看護、医学的管理の下における介護および機能訓練その他
必要な匿療ならびに日常生活上の世話を行うことを百的とする施設とされている(介護保険法7条22項)。
要介護者の日常生活援助を行うことにはなっているが、看護、霞学的管理の下に行うことが規定されてい
る。
したがって、介護保検法によって、要介護者に対する日常生活援助をすることを明確な呂的と規定して
いる特別養護老人ホームに所罵している介護職員の方が、介護老人保健施設に所属している介護職員より
も、食事、身体安楽、睡眠の援助などの身体介護、家事援助、心理社会的援助、健康管理などの日常生活
語劫を行うときに明確な自襟をもつことにつながるため、介護業務を行う際の動機づけが高くなるものと
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誰概される。このため、日常生活援助に関する介護業務を遂行する際の介護職員の自信の程度も高くなっ
ているのではないだろうか。また、日常生活援助への自信の程度が高いことによって、日常生活援助に関
連するケース記録等の文書業務や福祉器具・福祉機器の活用、社会資源開発に対する自信の程度も高く
なっていることも考えられる。
(2) 介護職員としての条件
日本介護福祉士会倫理綱領 (1995年11月7日 では、「介護福祉士は、すべての人々の基本的人権
を擁護し、一人ひとりの住民が心豊かな暮らしと老後がおくれるよう利用者本位の立場から自己決定を最
大眼尊重し、自立に向けた介護福祉サービスを提供していきます」と明文化している附。したがって、介
護職員には、高い倫理観が求められていると言える。
介護保践法第I条において、「この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起閤する疾病等により要
介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上の管理その他の医療を要
する者等について、これらの者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必要
な保健底療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため、田氏の共同連帯の理念に基づき介護保険制
度を設け、その行う保険給付等に隠して必要な事A項を定め、もって国民の保健援療の向上及び福祉の増進
を関ることを目的とする」とされている。
介護福祉士に関する倫理綱領や介護保険法に明記しである目的を意識しながら介護がなされる状況にあ
る。このため、介護職員としては、介護職員としての条件のすべてを必要なものとして捉えることになり、
特に、日常生活援助を行う際に求められる要介護者の人権や個性を尊重することなどの、介護のあり方に
関する介護職員としての条件を震規しているのではないだろうか。
また、日本介護福祉士会倫理綱領では、 f介護福祉士は、常に専門的知識・技術の研鐙に励むとともに、
豊かな感性と的確な判技r力を培い、深い洞察力をもって専門的サービスの提供に努めます。また、介護福
祉士は、介護福祉サービスの質的向上に努め、自己の実施した介護福祉サービスについては、常に専門職
としての責任を負います」としている問。問綱領が求めているように、介護職員においては、介護職員と
しての責任を持つことへの必要性は高い。しかしながら、偶人で、責任を負うことについての必要性は低い。
このため、介護職員の責任については、介護職員という役割から認識していることが伺える。しかし、専
門職者は自らの業務を遂行する過桂において、個人的責任を負わなければならないため山、介護職員には、
個人的責任を重視する視点が求められよう。
介護職員としての条件について、人権や個別性を尊重することへの必要性は高いが、高度の倫理観を持っ
ていることについての必要性は抵い。介護職員には、サービス利用者が人間で、あることそれ自体に固有の
価値をおくことが望まれている高い倫理簡を持っていることによって、人権や個別性を尊重すること
が可能になるものと考えられる。したがって、介護職員が、高い倫理観を持つことを重視するようになる
ためには、どうすればよいのか検討する必要がある。また、学究的であることに関する意識は、他の介護
職員としての条件よりも低い。学究的であることが、専門的知識・技術の研鐙に励むことや倫理観を高め
ることにも影響を及ぼすのではないだろうか。介護職員が研修を受ける機会や研究活動を行う機会をつく
ること等によって、介護職員が学究的であることについての重要性を認識していくことが必要だと考えら
れる。
特別養護老人ホームの介護職員の方が介護老人保健施設の介護職員よりも、介護職員としての条件に関
して、介護の水準維持の責任を持っていること、および実際的であることを必要だ、とみている。また、人
間福祉の理念をもっていること、介護の発展の責任をもっていること、専門的な対人関係を基盤にするこ
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と、および社会自的に関心があることにおいても、特別養護老人ホームの介護職員の方が必要だ、とみる傾
向がある。介護職員は、特別養護老人ホ…ムが日常生活援助を主目的としていることを意識していること
が伺える。実際上、介護老人保健施設における日常生活援助の内容は、特別養護老人ホームと基本的な違
いはないへこのため、高齢者の介護を行っている施設における、介護職員が行う日常生活援助のあり方
について、施設の麗類を問わない普遍的なものとして捉え寵す必要があるのではないだろうか。
5.結論
本研究において、介護職員の認識に関して以下のことが示唆された。
介護業務を行う際の自信に関しては、適度で明確な目標をもっ身体介護は自信の程度が高い。また、日
常生活援助を明確な目的とする特別養護老人ホ…ムの方が介護老人保健施設よりも、身体介護、家事援助、
心理社会的援助、健康管理などの日常生活援助、および臼常生活援助に関連するケース記録等の文書業務
や福祉器具・福祉機器の活用、社会資源開発に関する自信の稜度が高い。
介護職員としての条件に関しては、①介護職員としての条件すべてを必要なものとみている。②要介護
者の人権や個性を尊重することなど介護のあり方を重視している。③介護職員の責任について介護職員と
いう役割から認識しているため、偶人的責任を重視する視点が求められる。④人権や個別性を尊重するこ
とへの必要性は高いが、高度の倫理観への必要性が低いため、高い倫理観を持つことを重視する必要があ
る。⑤学究的であることの重要性を認識していく必要がある。⑥特別養護老人ホーム介護職員の方が、日
常生活援助を主臼的としていることを意識している。⑦高齢者介護施設における日常生活援助のあり方を
普通的なものとして捉え直す必要がある。
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